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囲
は
じ
め
に

近
駕
、
わ
が
国
で
は
、
従
来
の
方

法
で
は
ま
っ
た
く
薄
型
で
き
な
い
、

予
測
不
可
能
で
短
時
間
に
局
地
的
に

降
る
き
わ
め
て
強
い
集
中
豪
雨
（
ゲ

リ
ラ
藻
雨
）
に
よ
る
漫
水
被
害
が
頻

発
し
て
お
り
、
地
下
空
間
の
利
用
者

等
の
安
全
や
生
命
保
護
を
自
的
と
す

る
施
策
・
佳
維
み
づ
く
り
の
重
要
性

が
数
多
く
当
駅
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
国
土
交
通
省
で
は
、
黒
影
度
か
ら

学
識
経
験
蓄
や
地
方
公
共
団
体
等
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
工
C

T
を
活
用
し
た
地
下
街
都
市
ゲ
リ
ラ

豪
雨
対
策
シ
ス
テ
ム
検
討
会
」
を
設

置
し
、
集
中
簸
雨
に
対
し
、
不
特
定

多
数
が
利
用
す
る
地
下
街
等
の
地
下

施
設
の
安
金
性
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
基
本
的
な
考
え
方
や
手

順
、
対
策
手
法
を
確
立
す
る
た
め
の

検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
検
討
は
、
次
に
示
す
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
の
都
市
浸
水
下
策
に

　
　
　
　
　
関
す
る
検
討
と
は
異
な

　
　
　
　
　
る
特
徴
を
有
す
る
。
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ン
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ー
要
求
事

肥　襯

ｷ　耶轟、夢 サ

響

項
）
の
適
用

I
S
O
2
2
3
0
1
は
、
2
0
1

1
年
4
月
に
国
際
標
準
原
案
の
投
票

が
締
め
切
ら
れ
、
発
行
間
近
な
段
階

に
あ
る
。
　
「
要
求
事
項
」
と
い
う
名

前
が
示
す
と
お
り
、
第
三
者
認
証
に

つ
な
が
る
国
際
標
準
で
あ
り
、
災
害

の
多
い
わ
が
国
の
産
業
界
に
お
い
て

と
く
に
注
目
を
集
め
て
い
る
国
際
標

準
で
あ
る
。
地
下
街
は
、
地
下
鉄
や

地
下
通
路
等
の
交
通
結
節
点
と
結
ば

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
不
特
定
多
数

の
人
々
が
行
き
交
う
空
間
で
、
　
般

に
商
業
施
設
も
多
い
。
浸
水
事
象
確

率
の
高
ま
る
雨
天
時
の
方
が
利
用
者

の
数
が
多
く
な
る
と
い
う
リ
ス
ク
要

因
も
あ
る
。
地
下
街
管
理
者
に
と
っ

て
、
I
S
O
2
2
3
0
1
の
第
三
巻

認
証
を
受
け
る
こ
と
は
、
テ
ナ
ン
ト

や
一
般
の
利
用
巻
に
対
す
る
魅
力
の

ア
ピ
…
ル
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

地
下
街
管
理
巻
が
浸
水
対
策
の
充
実

の
た
め
に
I
S
O
2
2
3
0
1
を
適

用
し
た
り
認
証
を
取
得
し
た
り
す
る

こ
と
は
、
下
水
道
管
理
者
や
水
防
管

理
者
等
の
公
共
セ
ク
タ
ー
に
と
っ
て

も
そ
の
行
政
目
的
を
達
成
す
る
う
え

で
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を

支
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
②
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

　
図
に
今
回
の
調
査
検
討
の
フ
ロ
…

を
示
す
。
エ
S
O
2
2
3
0
1
で
事

業
継
続
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
必
要

と
さ
れ
る
。
本
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行

う
た
め
、
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院

の
関
根
正
人
教
授
の
金
面
的
な
協
力

の
も
と
、
モ
デ
ル
地
下
街
を
薄
象
に
、

雨
水
排
水
区
と
地
下
街
施
設
の
氾
濫

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
図
の
破
線

で
枠
囲
い
し
た
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
調
査
か
ら
工
C
T
支
援
シ
ス
テ
ム

メ
ニ
ュ
ー
提
案
の
部
分
に
つ
い
て
、

国
内
外
の
多
様
な
条
件
に
適
用
鼠
落

な
解
析
手
法
、
対
策
の
評
価
手
法
を

パ
ッ
ケ
…
ジ
化
し
て
示
す
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
③
l
C
T
迎
盆
シ
ス
テ
ム
の
市
場

化　
下
水
道
光
フ
ァ
イ
バ
ー
技
術
を
は

じ
め
と
す
る
I
C
T
を
活
用
し
た
危

険
事
隷
検
出
シ
ス
テ
ム
と
避
難
誘
導

シ
ス
テ
ム
を
提
案
す
る
こ
と
が
、
本

調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
3
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
こ
の
場

　
　
　
　
　
　
　
合
は
、
地
下
街
都

　
　
　
　
　
　
　
市
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対

策
と
し
て
パ
ッ
ケ
…
ジ
化
さ
2
■
た
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
の
異
体
的

な
「
商
ロ
膠
の
一
例
と
し
て
承
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
都
市
の
三
水
対
策

は
、
国
内
だ
け
で
な
く
経
済
発
展
著

し
い
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
焦
眉
の

課
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の

国
々
で
は
急
速
な
都
市
化
が
進
行
し

て
お
り
、
地
下
街
が
発
達
す
る
段
鷲

に
達
し
て
い
る
都
市
も
見
ら
れ
る
。

国
内
外
の
都
市
に
お
い
て
、
下
水
道

等
の
雨
水
排
水
イ
ン
フ
ラ
の
整
繕
が

急
が
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
商
品
と
し
て
の
都
市
ゲ
リ
ラ
豪

雨
対
策
シ
ス
テ
ム
を
求
め
る
国
際
的

な
民
間
市
場
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
。
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闘
お
わ
り
に

　
蟹
際
標
準
化
を
含
む
規
格
化
は
、

市
場
に
投
入
さ
れ
る
翼
体
的
な
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
最
近
イ
ス

ラ
エ
ル
は
、
I
S
O
／
T
C
2
2
4

に
お
い
て
、
異
常
水
質
箏
隷
に
対
す

る
水
道
事
業
者
の
意
思
決
定
支
援
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
規
格
の
開
発

を
提
案
し
て
き
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に

は
、
各
種
デ
…
タ
収
集
シ
ス
テ
ム
や

デ
…
タ
ベ
ー
ス
か
ら
集
め
ら
れ
た
情

報
を
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
を
用
い
て
高
度
に
評
価
し
、

傾
向
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
異
常
な
状

態
を
検
出
す
る
シ
ス
テ
ム
を
商
品
化

し
て
い
る
企
業
が
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ

ル
の
提
案
が
、
回
国
の
商
品
の
市
場

拡
大
を
慧
釈
し
て
い
る
こ
と
は
開
ら

か
で
あ
る
。
I
C
①
を
清
凹
し
た
地

下
街
都
南
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
シ
ス
テ

ム
の
検
討
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
口
口
的

目
的
を
も
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、
引
き
続
き
今
鰯
度
も
継
続
し
て

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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